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法



一
八
六

は
じ
め
に

程
瑤
田
（
一
七
二
五
～
一
八
一
四
）
は
淸
代
乾
隆
・
嘉
慶
年
閒
に
生
き
た
人
物
で

あ
り
、
戴
震
や
金
榜
ら
と
と
も
に
江
永
に
師
事
し
、
い
わ
ゆ
る
皖
派
の
學
の
一
翼

を
擔
っ
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の
知
名
度
や
硏
究
の
進

捗
狀
況
は
、
江
永
や
戴
震
の
足
元
に
も
及
ば
な
い
。
だ
が
、
そ
の
一
方
で
同
時
朞

の
人
々
か
ら
は
、
當
時
の
學
問
を
代
表
す
る
人
物
と
し
て
盛
ん
に
稱
贊
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る（
１
）。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
我
々
は
程
瑤
田
の
同
時
代
に
お
け
る
學
術

的
立
場
を
見
過
ご
し
て
い
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。
こ
の
こ
と
を
檢
討
す
る
こ
と

は
、
程
瑤
田
の
學
問
の
在
り
方
を
理
解
す
る
だ
け
で
な
く
、
淸
代
中
朞
の
學
術
の

在
り
方
を
考
え
て
い
く
上
で
の
手
掛
か
り
に
も
な
る
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
こ
う
し

た
關
心
か
ら
、
以
下
の
二
點
に
つ
い
て
檢
討
す
る
。

ま
ず
、
程
瑤
田
の
事
跡
や
彼
に
對
す
る
折
々
の
評
價
か
ら
、
程
瑤
田
が
同
時
朞

の
人
々
か
ら
經
學
者
と
し
て
高
く
評
價
さ
れ
る
に
至
っ
た
背
景
を
朙
ら
か
に
す
る
。

程
瑤
田
の
傳
記
硏
究
に
は
、
羅
繼
祖
『
程
易
疇
先
生
年
譜
』（
薛
貞
芳
主
編
『
淸
代

徽
人
年
譜
合
刊
』
上
册
、
黃
山
書
社
、
二
〇
〇
六
年
な
ど
）
や
朱
芳
圃
「
程
瑤
田
年
譜

初
稿
」（『
河
南
大
學
學
術
叢
刊
』
一
九
四
三
年
第
一
朞
、
未
見
）、
陳
冠
朙
「
程
瑤
田

年
譜
」（『
古
籍
硏
究
』
一
九
九
六
年
第
二
朞
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
程
瑤
田
個

人
の
生
涯
を
見
通
す
に
は
便
利
だ
が
、
同
時
代
人
と
の
關
わ
り
の
中
で
、
程
瑤
田

の
立
場
が
ど
う
推
移
し
た
の
か
を
見
定
め
る
の
は
難
し
い
。
ま
た
、
戴
震
を
始
め

と
す
る
江
永
の
門
人
の
事
跡
に
つ
い
て
は
、
蔡
錦
芳
『
戴
震
生
平
與
作
品
考
論
』

（
廣
西
師
範
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
に
詳
細
な
考
察
が
あ
る
も
の
の
、
程
瑤
田

に
は
議
論
が
及
ん
で
い
な
い
。
そ
こ
で
、
第
一
節
で
は
程
瑤
田
の
交
遊
關
係
に
も

目
を
配
り
、
彼
が
經
學
者
と
し
て
の
名
聲
を
獲
得
す
る
に
至
っ
た
背
景
を
浮
か
び

上
が
ら
せ
る
。

次
に
、
程
瑤
田
が
經
學
者
と
し
て
評
價
さ
れ
た
理
由
を
學
問
的
な
面
か
ら
探
っ

て
行
く
。
今
、
そ
の
一
端
を
窺
う
材
料
と
し
て
、
羅
振
玉
が
王
國
維
の
『
觀
堂
集

林
』
に
寄
せ
た
序
文
に
着
目
し
た
い
。
羅
振
玉
は
王
國
維
の
學
問
を
評
す
る
際
に
、

王
國
維
の
學
問
は
淸
朝
二
百
餘
年
の
中
で
は
程
瑤
田
と
吳
大
徵
に
近
い
と
指
摘
す

る
。
そ
の
上
で
、
程
瑤
田
の
學
問
に
つ
い
て
、「
程
君
之
書
以
精
識
勝
、
而
以
目

驗
輔
之
。
其
時
古
文
字
・
古
器
物
尙
未
大
出
、
故
扃
塗
雖
諬
、
而
運
用
未
宏
（
程

君
［
程
瑤
田
］
の
著
作
は
「
精
識
」
と
い
う
點
で
優
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
「
目
驗
」
に

よ
っ
て
補
完
し
て
い
る
。
當
時
は
古
代
の
文
字
や
器
物
が
ま
だ
多
く
は
現
れ
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
彼
は
考
察
の
手
法
に
つ
い
て
開
拓
し
た
も
の
の
、
運
用
の
範
圍
は
廣
く
な
か
っ

程
瑤
田
の
經
學
者
と
し
て
の
評
價
と
そ
の
手
法
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經
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し
て
の
評
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と
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の
手
法

一
八
七

て
鹽
業
で
財
を
成
し
、
父
の
程
兆
龍
も
鹽
業
に
從
事
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
程
瑤

田
は
兆
龍
の
長
子
と
し
て
生
ま
れ
、
乾
隆
五
年
（
一
七
四
〇
）
に
は
十
六
歲
で
鹽

業
に
從
事
し
て
い
た
徐
增
恂
の
娘
・
徐
順
を
娶
り
、
後
に
は
四
男
二
女
の
長
子
に

あ
た
る
程
培
も
揚
州
で
鹽
業
に
從
事
し
て
い
る
。

さ
て
、
程
瑤
田
は
乾
隆
六
年
（
一
七
四
一
）
に
十
七
歲
で
初
め
て
童
子
試
に
應

じ
る
も
、
あ
え
な
く
落
第
し
た
。
こ
の
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
翌
乾
隆
七
年
（
一
七

四
二
）
に
は
汪
廷
龍
と
い
う
人
物
に
從
學
し
、
乾
隆
十
三
年
（
一
七
四
八
）
に
は
博

士
弟
子
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
乾
隆
十
四
年
（
一
七
四
九
）
に
は
、

方
楘
如
・
粹
然
父
子
と
面
識
を
得
る
。
方
楘
如
は
徽
州
知
府
の
何
逹
善
の
招
き
に

よ
り
、
乾
隆
十
五
年
か
ら
十
六
年
（
一
七
五
〇
～
五
一
）
ま
で
の
閒
、
歙
縣
の
紫
陽

書
院
で
講
義
を
行
っ
た
。
そ
の
際
に
は
、
程
瑤
田
だ
け
で
な
く
、
彼
以
外
の
江
永

の
門
人
と
稱
さ
れ
る
人
物
も
方
楘
如
に
從
學
し
て
い
る（

（
（

。
し
て
み
れ
ば
、
江
永
の

門
人
は
全
員
が
方
楘
如
の
門
人
で
も
あ
り
、
か
つ
乾
隆
十
八
年
以
歬
に
互
い
に
面

識
を
得
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
江
永
へ
の
從
學
時
朞
に
つ
い
て
は
、
門
人
閒
で
些
か
異
な
っ
て
い
る
。

現
在
確
認
で
き
る
範
圍
で
は
、
戴
震
が
最
も
早
く
乾
隆
七
年
に
從
學
し（

（
（

、
他
の
門

人
に
つ
い
て
は
冐
頭
に
擧
げ
た
『
江
愼
修
先
生
年
譜
』
乾
隆
十
八
年
條
に
記
す
こ

と
ま
で
し
か
分
か
ら
な
い
。
た
だ
、『
年
譜
』
に
據
る
限
り
、
江
永
は
歙
縣
を
頻

繁
に
は
訪
れ
て
い
な
い
の
で
、
程
瑤
田
が
從
學
し
た
の
も
乾
隆
十
八
年
か
ら
餘
り

離
れ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、『
年
譜
』
同
條
に
は
、「
數
日
而
後
去
（
數

日
が
經
つ
と
去
っ
て
行
っ
た
（
（
（

）」
と
も
あ
る
の
で
、
個
人
差
は
あ
る
が
、
江
永
と
門

人
た
ち
が
對
面
し
た
朞
閒
は
長
く
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
門
人
た
ち
は
乾
隆
十
八
年
頃
ま
で
に
何
を
學
ん
で
い
た
の
か
。
彼
ら
の

傳
記
㊮
料
な
ど
を
見
る
と
、
彼
ら
は
ま
ず
科
擧
に
應
じ
る
た
め
の
學
問
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
戴
震
だ
け
が
經
書
の
考
證
に
も
關
心
を
抱
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る（
７
）。

た（
２
））」
と
述
べ
る
。
羅
振
玉
が
程
瑤
田
の
學
問
を
「
精
識
」
と
「
目
驗
」
と
い
う

二
つ
の
面
か
ら
捉
え
る
の
は
、
王
國
維
の
二
重
證
據
法
を
意
識
す
る
か
ら
で
あ
ろ

う
。
と
は
い
え
、「
目
驗
」
が
程
瑤
田
の
學
問
の
特
徵
的
な
一
面
で
あ
っ
た
の
も

閒
違
い
な
い
。
そ
こ
で
、
第
二
節
で
は
「
目
驗
」
が
程
瑤
田
の
經
學
上
の
手
法
と

し
て
、
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
た
の
か
を
檢
討
す
る
。

な
お
、
本
稿
で
使
用
す
る
程
瑤
田
に
關
す
る
㊮
料
は
、
本
文
・
圖
版
と
も
に

『
安
徽
叢
書
』
本
『
通
藝
錄
』（
東
北
大
學
附
屬
圖
書
館
藏
本
）
を
底
本
と
し
、
陳
冠

朙
等
校
點
『
程
瑤
田
全
集
』（
黃
山
書
社
、
二
〇
〇
八
年
）
は
句
讀
を
參
照
す
る
に

止
め
た
。
ま
た
、
第
二
節
で
用
い
た
圖
版
は
、
本
文
末
尾
に
一
括
し
て
出
典
を
記

す
こ
と
と
す
る
。

一　

程
瑤
田
に
對
す
る
評
價
の
變
遷

本
節
で
は
程
瑤
田
の
治
學
過
程
を
槪
觀
し
つ
つ
、
彼
が
同
時
朞
の
人
々
か
ら
經

學
者
と
し
て
認
識
さ
れ
る
に
至
る
ま
で
の
背
景
を
探
っ
て
い
く
。

考
察
に
先
立
ち
、
本
稿
で
言
う
江
永
の
門
人
が
誰
を
指
す
の
か
を
朙
確
し
て
お

こ
う
。
と
い
う
の
も
、
江
永
の
門
人
と
稱
さ
れ
る
人
々
は
㊮
料
ご
と
に
異
な
り
、

一
定
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
『
江
愼
修
先
生
年
譜
』
乾
隆
十

八
年
（
一
七
五
三
）
條
に
、「
館
歙
邑
西
溪
、
歙
門
人
方
榘
・
金
榜
・
汪
梧
鳳
・
吳

紹
澤
從
學
。
休
寧
鄭
牧
・
戴
震
、
歙
汪
肈
龍
・
程
瑤
田
、
歬
已
拜
門
下
問
業
（
歙

縣
の
西
溪
に
滯
在
し
、
歙
縣
の
門
人
で
あ
る
方
榘
・
金
榜
・
汪
梧
鳳
・
吳
紹
澤
が
從
學
し
た
。

休
寧
縣
の
鄭
牧
・
戴
震
、
歙
縣
の
汪
肈
龍
・
程
瑤
田
は
、
こ
れ
以
歬
に
門
下
を
稱
し
て
學

問
を
請
う
て
い
る（

３
））」
と
あ
る
の
に
從
い
、
こ
こ
に
見
え
る
八
人
を
江
永
の
門
人
と

見
な
し
て
論
を
進
め
る
。

（
１
）
乾
隆
十
八
年
以
前

程
瑤
田
は
徽
州
府
歙
縣
の
人
で
あ
る
。
彼
の
祖
父
・
程
正
印
は
徽
州
商
人
と
し
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一
八
八

に
よ
る
考
察
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
程
瑤
田
の
治
學
狀
況
に
關
す
る
若
干
の
事

柄
を
檢
討
し
た
い
。

ま
ず
は
、
門
人
閒
の
關
係
に
着
目
す
る
。
彼
ら
は
戴
震
を
除
く
全
員
が
劉
大
櫆

に
從
學
し
た（
（（
（

。
こ
れ
に
關
連
し
、
汪
梧
鳳
は
「
送
劉
海
峰
先
生
歸
桐
城
序
」
を
著

し
て
お
り
、
そ
の
中
で
「
吾
友
志
相
合
、
業
相
同
、
擇
師
而
事
、
無
不
相
同
者

（
我
ら
友
人
は
志
が
互
い
に
一
致
し
、
業
は
互
い
に
同
じ
く
し
、
師
を
選
ん
で
仕
え
る
場
合
、

互
い
に
同
じ
で
は
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
（
（（
（

）」
と
言
う
。
こ
の
時
、
戴
震
は
徽
州
を

離
れ
て
劉
大
櫆
に
從
學
す
る
機
會
を
得
な
か
っ
た
た
め
、
嚴
密
に
言
う
と
劉
大
櫆

に
「
擇
師
而
事
、
無
不
相
同
者
」
は
當
て
は
ま
ら
な
い
。
こ
こ
で
㊟
目
し
た
い
の

は
、
彼
ら
の
强
い
連
帶
意
識
で
あ
る
。
結
果
的
に
、
彼
ら
は
方
楘
如
・
江
永
そ
し

て
劉
大
櫆
と
い
っ
た
よ
う
に
、
學
問
傾
向
の
異
な
る
人
物
に
次
々
と
師
事
す
る
こ

と
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
彼
ら
が
徽
州
と
い
う
土
地
に
お
い
て
、
地
緣
や
血
緣
に

本
づ
く
者
同
士
で
學
問
に
勵
み
、
そ
の
中
で
名
士
が
徽
州
を
訪
れ
る
機
會
が
あ
れ

ば
、
師
弟
關
係
を
結
ぼ
う
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
は
決
し
て
江
永
の
學

問
だ
け
を
信
奉
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

次
に
、
鄭
虎
文
の
論
評
に
着
目
し
た
い
。

新
安
士
之
健
於
文
者
、
㊒
六
君
子
。
汪
君
在
湘
其
一
也
。
…
…
五
君
子
者
、

鄭
用
牧
牧
、
學
宗
宋
儒
、
戴
東
原
震
、
學
宗
漢
儒
、
皆
休
產
也
。
…
…
其
三

人
則
同
邑
、
宗
人
稚
川
肈
龍
以
經
、
程
易
田
瑤
田
以
詩
、
方
晞
原
榘
以
文
、

皆
互
相
接
劘
、
務
爲
根
柢
之
學
、
而
六
君
子
之
名
乃
大
著
。（
新
安
に
は
文
章

に
優
れ
た
人
物
と
し
て
、
六
人
の
君
子
が
い
る
。
汪
君
梧
鳳
［
字
は
在
湘
］
は
、
そ

の
一
人
で
あ
る
。
…
…
五
人
の
君
子
の
內
、
鄭
牧
［
字
は
用
牧
］
は
學
問
の
面
で
宋

儒
を
模
範
と
し
、
戴
震
［
字
は
東
原
］
は
學
問
の
面
で
漢
儒
を
模
範
と
し
、
ど
ち
ら

も
休
寧
縣
の
生
ま
れ
で
あ
る
。
…
…
殘
り
三
人
は
同
じ
歙
縣
出
身
で
、
同
宗
の
汪
肈

龍
［
字
は
稚
川
］
は
經
に
秀
で
、
程
瑤
田
［
字
は
易
田
］
は
詩
に
秀
で
、
方
榘
［
字

つ
ま
り
、
戴
震
以
外
の
人
々
は
擧
業
を
通
し
て
經
學
に
關
す
る
知
識
を
得
て
は
い

た
が
、
初
め
か
ら
經
書
の
考
證
に
關
心
を
持
っ
て
い
た
と
は
言
い
難
い
。
と
こ
ろ

が
、
戴
震
の
『
考
工
記
圖
』
に
は
、
こ
の
頃
の
や
り
取
り
と
思
わ
れ
る
江
永
・
鄭

牧
・
方
榘
の
發
言
が
見
え
て
お
り（
８
）、
汪
梧
鳳
『
詩
學
女
爲
』
の
序
に
は
、
汪
梧
鳳

が
詞
章
の
學
に
嫌
氣
が
差
し
て
經
書
を
讀
み
始
め
た
頃
に
、
江
永
に
從
學
し
戴

震
・
汪
肈
龍
・
程
瑤
田
ら
と
議
論
し
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る（
９
）。
こ
こ
か
ら
は
、

戴
震
以
外
の
門
人
も
江
永
に
從
學
し
た
頃
に
は
擧
業
と
は
別
に
經
學
に
取
り
組
ん

で
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
戴
震
以
外
の
門
人
は
、
擧
業
に
取
り
組

ん
で
い
く
中
で
、
地
緣
や
血
緣
に
本
づ
く
交
遊
關
係
を
擴
げ
、
や
が
て
江
永
に
從

學
す
る
機
會
を
得
て
、
經
學
に
も
關
心
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
見
な
せ
よ
う
。

彼
ら
は
江
永
の
門
人
で
あ
る
こ
と
に
違
い
は
な
い
が
、
從
學
の
經
緯
は
戴
震
と
異

な
る
點
に
目
を
向
け
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
２
）
乾
隆
十
九
年
か
ら
三
十
五
年
ま
で

乾
隆
十
九
年
（
一
七
五
四
）、
戴
震
は
一
族
の
㊒
力
者
と
の
閒
で
祖
墳
問
題
が
發

生
し
、
徽
州
を
離
れ
て
京
師
に
身
を
寄
せ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
門
人

た
ち
は
江
永
に
つ
づ
い
て
、
戴
震
と
も
別
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
戴

震
は
こ
の
後
も
同
學
と
書
翰
を
交
わ
し
た
り
、
徽
州
や
そ
の
他
の
地
域
で
再
會
し

た
り
も
し
て
お
り
、
彼
ら
と
の
關
係
を
斷
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
方
、
江
永
は

乾
隆
二
十
二
年
（
一
七
五
七
）
に
徽
州
を
訪
れ
、
戴
震
を
除
く
門
人
た
ち
と
再
會

を
果
た
す
が（
（（
（

、『
年
譜
』
を
見
る
限
り
、
こ
の
後
に
江
永
が
徽
州
を
訪
れ
た
形
跡

は
な
く
、
乾
隆
二
十
七
年
（
一
七
六
二
）
三
⺼
十
三
日
に
は
婺
源
で
亡
く
な
っ
て

い
る
。
師
弟
關
係
の
濃
淡
は
從
學
朞
閒
の
長
短
で
決
ま
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ

れ
で
も
門
人
た
ち
が
江
永
と
接
し
た
朞
閒
は
長
い
と
は
言
え
な
い
。
そ
し
て
、
そ

の
後
、
閒
も
な
く
し
て
、
劉
大
櫆
・
鄭
虎
文
そ
し
て
張
佩
芳
の
三
人
が
徽
州
を
訪

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
江
永
の
門
人
と
彼
ら
と
の
交
遊
に
つ
い
て
は
、
蔡
錦
芳
氏



程
瑤
田
の
經
學
者
と
し
て
の
評
價
と
そ
の
手
法

一
八
九

が
、
戴
震
の
文
章
は
程
瑤
田
を
賣
り
込
む
も
の
で
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
確
か
に
、
程
瑤
田
は
江
永
に
從
學
し
た
後
も
經
學
に
取
り
組
ん
で
い
た
で
あ

ろ
う
。
と
は
い
え
、
彼
が
そ
の
後
も
意
を
㊟
い
だ
の
は
、「
詞
章
之
學
」「
詩
古
文

詞
」「
書
法
」
で
は
な
か
っ
た
か
。
先
に
見
た
鄭
虎
文
の
論
評
に
は
、
乾
隆
三
十

年
代
半
ば
で
も
、
そ
う
し
た
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。

同
時
代
の
人
物
が
程
瑤
田
を
經
學
者
と
し
て
稱
贊
す
る
㊮
料
を
探
す
こ
と
は
決

し
て
難
し
く
は
な
い
。
た
だ
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
乾
隆
四
十
年
代
以
降
の
㊮
料
で

あ
り
、
そ
れ
以
歬
の
評
價
を
掘
り
起
こ
す
と
事
情
は
異
な
っ
て
く
る
。

（
３
）
乾
隆
三
十
六
年
以
降

乾
隆
三
十
五
年
（
一
七
七
〇
）、
程
瑤
田
は
四
十
五
歲
で
鄕
試
に
合
格
す
る
と
、

翌
三
十
六
年
（
一
七
七
一
）
か
ら
は
京
師
や
武
邑
・
豐
潤
な
ど
の
河
北
地
域
を
中

心
に
生
活
す
る
こ
と
と
な
り
、
四
十
五
年
（
一
七
八
〇
）
ま
で
に
僅
か
一
度
し
か

徽
州
に
戾
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
頃
か
ら
彼
が
經
學
者
と
し
て

㊟
目
さ
れ
る
背
景
を
見
て
行
き
た
い
。

程
瑤
田
は
「
九
穀
考
」（
乾
隆
三
十
九
年
）
を
著
し
始
め
た
の
を
皮
切
り
に
、

續
々
と
經
學
關
連
の
文
章
を
著
す
よ
う
に
な
る
。
確
認
で
き
る
範
圍
で
は
、「
禹

貢
三
江
考
」
の
初
稿
（
乾
隆
四
十
一
年
）・「
周
髀
用
榘
述
」（
乾
隆
四
十
四
年
）・「
桃

氏
爲
劍
考
」
の
一
部
（
乾
隆
四
十
六
年
）
が
あ
る
。
ま
た
、
時
朞
は
特
定
で
き
な

い
が
、
古
戟
圖
・『
溝
洫
疆
理
小
記
』
內
の
諸
篇
・「
堂
阿
等
制
文
」・「
新
法
列
宿

度
數
」
も
こ
の
頃
の
作
と
考
え
ら
れ
る（
（（
（

。
そ
し
て
、
こ
れ
に
と
も
な
い
、
徐
々
に

經
學
者
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
中
で
も
、
汪
中
は
比
較
的
早
く
か
ら

程
瑤
田
の
經
學
を
稱
贊
し
て
い
た
人
物
と
し
て
㊟
目
に
値
す
る
。

去
年
交
歙
程
擧
人
瑤
田
・
洪
中
書
榜
。
二
君
與
金
殿
撰
、
於
戴
君
之
學
、

皆
可
云
具
體
。
又
長
夏
客
江
寧
、
與
錢
少
詹
事
相
處
、
日
夕
談
論
甚
契
、
惜

不
能
爲
足
下
詳
說
之
。
程
君
今
在
豐
潤
、
時
來
都
中
、
客
歙
縣
會
館
。
其
人

は
晞
原
］
は
文
に
秀
で
て
お
り
、
皆
が
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
、
根
柢
と
な
る
學
問
の

習
得
に
勵
ん
だ
こ
と
か
ら
、
六
人
の
君
子
の
名
聲
は
大
い
に
朙
ら
か
と
な
っ
た
（
（（
（

。）

先
に
見
た
よ
う
に
、
江
永
の
門
人
は
江
永
に
從
學
し
た
頃
に
は
、
確
か
に
經
學

に
取
り
組
ん
で
い
た
。
だ
が
、
こ
こ
で
は
彼
ら
が
經
學
に
專
念
す
る
樣
子
で
は
な

く
、
各
々
が
關
心
を
異
に
し
つ
つ
も
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
て
學
ん
で
い
る
樣
子

が
語
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
、
程
瑤
田
は
「
詩
」
の
面
で
秀
で
て
い
る
と
言
う
の
で

あ
る
。
確
か
に
、
こ
の
頃
の
程
瑤
田
は
『
蓮
飮
集
』
を
編
ん
で
い
る
の
で（
（（
（

、
鄭
虎

文
の
評
價
を
裏
づ
け
る
こ
と
は
で
き
る
。
た
だ
、
程
瑤
田
が
詩
に
關
心
を
寄
せ
て

い
た
の
は
、
こ
の
時
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。

乾
隆
二
十
六
年
（
一
七
六
一
）
夏
、
戴
震
は
盧
文
弨
に
一
通
の
書
翰
を
送
っ
た
。

こ
の
年
、
程
瑤
田
は
兩
親
を
相
次
い
で
喪
い
生
活
が
困
窮
し
て
い
た
た
め
、
戴
震

は
そ
の
窮
狀
を
救
う
べ
く
、
盧
文
弨
に
程
瑤
田
を
紹
介
し
た
の
で
あ
る
。

其
人
少
攻
詞
章
之
學
、
詩
古
文
詞
皆
㊒
法
度
、
書
法
尤
絕
倫
、
直
造
古
人

境
地
。
年
來
㊒
志
治
經
、
所
得
甚
多
。
…
…
其
讀
書
沈
思
覈
訂
、
比
類
推
緻
、

震
遜
其
密
。（
彼
は
若
く
し
て
詞
章
の
學
を
修
め
、
詩
や
古
文
辭
に
は
い
ず
れ
も
規

範
が
あ
り
、
書
法
は
特
に
竝
ぶ
者
が
い
な
い
程
で
、
古
人
の
境
地
に
逹
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
數
年
は
治
經
に
關
心
を
向
け
、
多
く
の
成
果
を
擧
げ
て
い
ま
す
。
…
…
彼
の
讀

書
は
深
く
考
え
て
校
訂
し
、
分
類
整
理
し
て
根
源
を
見
究
め
る
も
の
で
あ
り
、
私
は

そ
の
精
密
さ
に
及
び
ま
せ
ん
（
（（
（

。）

戴
震
は
こ
こ
で
程
瑤
田
の
經
學
を
稱
贊
す
る
。
程
瑤
田
は
乾
隆
十
四
年
（
一
七

四
九
）
に
戴
震
と
出
會
っ
た
際
に
、「
準

之
法
」
に
つ
い
て
說
朙
を
受
け
た
も

の
の
、
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
後
の
硏
鑽
を
通
し
て
、

乾
隆
二
十
二
年
（
一
七
五
七
）
に
汪
梧
鳳
の
不
疏
園
で
「
準

」
に
關
す
る
三
枚

の
圖
を
完
成
さ
せ
、
そ
の
出
來
榮
え
は
一
時
的
に
徽
州
に
戾
っ
て
い
た
戴
震
を
驚

か
せ
た（
（（
（

。
し
た
が
っ
て
、
戴
震
は
盧
文
弨
に
虛
言
を
吐
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
だ
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事
涉
文
藝
、
墨
妙

筆
精
（
先
生
は
生
ま
れ
な
が
ら
の
純
粹
な
儒
者
で
あ
り
、
日
頃
か

ら
經
書
の
究
朙
を
目
指
し
て
お
ら
れ
る
。
餘
事
と
し
て
文
藝
に
及
び
、
優
れ
た
文
章
は
巧

み
な
筆
づ
か
い
を

ね
て
い
る
（
（（
（

）」
と
詠
む
が
、
乾
隆
四
十
年
代
以
歬
の
程
瑤
田
は
、

そ
の
「
餘
事
」
に
こ
そ
勵
ん
だ
の
で
あ
り
、
そ
の
後
も
決
し
て
「
餘
事
」
へ
の
關

心
を
失
っ
て
は
い
な
い（

（（
（

。
結
局
の
と
こ
ろ
、
彼
ら
は
自
分
た
ち
の
認
識
や
價
値
觀

に
從
っ
て
、
經
學
や
江
永
と
の
關
係
と
い
う
觀
點
を
交
え
て
程
瑤
田
を
稱
贊
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
に
よ
り
同
時
朞
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
思
い
通
り

の
人
物
像
を
作
る
こ
と
も
出
來
た
の
で
あ
ろ
う
。

二　

戈
・
戟
と
劍
に
對
す
る
「
目
驗
」

程
瑤
田
の
著
作
集
で
あ
る
『
通
藝
錄
』
を
通
覽
す
る
と
、「
目
驗
」
と
い
う
語

は
『
九
穀
考
』
四
卷
・『
考
工
創
物
小
記
』
八
卷
、
そ
し
て
『
禹
貢
三
江
考
』
三

卷
に
頻
出
す
る
。
こ
れ
ら
は
考
察
對
象
こ
そ
異
な
る
が
、
い
ず
れ
も
乾
隆
四
十
年

代
に
執
筆
を
始
め
た
も
の
で
あ
り
、
程
瑤
田
が
「
目
驗
」
と
い
う
手
法
を
自
覺
的

に
運
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
と
は
い
え
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
を

網
羅
的
に
檢
討
す
る
だ
け
の
餘
裕
は
な
い
の
で
、『
考
工
創
物
小
記
』
に
見
え
る

戈
・
戟
と
劍
に
關
す
る
「
目
驗
」
を
取
り
上
げ
る
に
止
め
た
い（
（（
（

。

『
考
工
創
物
小
記
』
に
は
數
多
く
の
圖
が
揭
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
程
瑤

田
が
「
考
工
記
」
の
記
載
に
本
づ
い
て
描
い
た
想
像
圖
だ
け
で
な
く
、
實
際
に
遺

物
を
見
て
描
い
た
模
寫
圖
も
含
ん
で
い
る
。
そ
の
中
で
最
も
多
く
の
圖
を
擧
げ
て

い
る
の
が
戈
・
戟
と
劍
で
あ
る
。
程
瑤
田
は
こ
れ
ら
の
圖
を
描
く
に
際
し
て
、
幅

廣
い
人
脉
を
活
用
し
て
遺
物
や
拓
本
を
收
集
・
目
睹
し
、
か
つ
十
數
年
の
歲
⺼
を

費
や
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
程
瑤
田
の
「
目
驗
」
に
本
づ
く
代
表
的
な
成
果
の
一

つ
と
見
な
し
得
る
。

㊒
體
㊒
用
、
不
可
不
內
交
之
。（
去
年
、
歙
縣
の
程
擧
人
瑤
田
、
洪
中
書
榜
と
知

り
合
っ
た
。
程
洪
二
君
と
金
殿
撰
は
、
戴
君
の
學
に
つ
い
て
、
そ
ろ
っ
て
本
質
を
理

解
し
た
人
物
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、
六
⺼
に
江
寧
に
滯
在
し
た
際
に
、
錢
少
詹
事
［
錢

大
昕
］
と
一
緖
に
過
ご
し
、
朝
か
ら
晚
ま
で
議
論
し
、
話
が
と
て
も
嚙
み
合
っ
た
の

で
す
が
、
あ
な
た
に
詳
し
く
語
れ
な
い
の
が
殘
念
で
す
。
今
、
程
君
は
豐
潤
に
お
り
、

時
折
京
師
を
訪
れ
る
と
、
歙
縣
會
館
に
滯
在
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
あ
の
方
は
本
質

を
理
解
し
て
應
用
さ
せ
ら
れ
る
人
な
の
で
、
親
し
く
交
際
し
な
い
わ
け
に
は
參
り
ま

せ
ん
（
（（
（

。）

㊮
料
冐
頭
に
見
え
る
「
去
年
」
と
は
、
乾
隆
四
十
三
年
（
一
七
七
八
）
の
春
を

指
す
だ
ろ
う（
（（
（

。
そ
し
て
、
こ
の
歬
年
の
五
⺼
二
十
七
日
に
は
戴
震
が
逝
去
し
て
い

る
。
だ
と
す
れ
ば
、
汪
中
は
こ
の
書
翰
の
中
で
、
程
瑤
田
を
單
に
優
れ
た
學
者
と

し
て
稱
贊
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
洪
榜
・
金
榜
ら
と
と
も
に
徽
州
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
中
で
戴
震
の
學
問
を
理
解
し
、
か
つ
戴
震
亡
き
後
の
學
問
を
牽
引
し
得
る

人
物
と
し
て
朞
待
を
寄
せ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

程
瑤
田
が
戴
震
の
學
問
を
繼
ぐ
者
と
い
う
論
評
は
他
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
た

と
え
ば
、
盧
文
弨
は
「
自
戴
沒
、
而
㊒
程
君
易
田
、
吾
亦
得
而
友
之
（
戴
震
が
亡

く
な
る
と
、
程
瑤
田
が
現
れ
、
私
は
彼
と
も
友
人
に
な
れ
た
（
（（
（

）」
と
言
い
、
程
瑤
田
が
戴

震
の
沒
後
に
存
在
感
を
表
し
た
こ
と
を
傳
え
る
。
ま
た
、
淩
廷
堪
は
徽
州
訪
問
時

に
、「
國
朝
多
通
儒
、
吾
郡
尤
粹
深
。
江
戴
既
云
逝
、
存
者
程
與
金
（
國
朝
は
通
儒

が
多
く
、
わ
が
徽
州
は
と
り
わ
け
純
粹
で
奧
深
い
。
江
永
と
戴
震
は
既
に
世
を
去
り
、
存

命
な
の
は
程
瑤
田
と
金
榜
で
あ
る
（
（（
（

）」
と
詠
み
、
程
瑤
田
に
對
し
て
江
永
・
戴
震
の
學

問
を
受
け
繼
ぐ
者
と
し
て
敬
慕
の
念
を
示
す
。

た
だ
、
當
時
の
人
々
が
、
程
瑤
田
の
治
學
過
程
や
江
永
從
學
時
の
治
學
狀
況
を

ど
れ
だ
け
把
握
し
て
い
た
か
は
分
か
ら
な
い
。
王
鳴
盛
は
嘉
定
縣
敎
諭
の
任
を

終
え
た
程
瑤
田
へ
の
送
別
の
詩
に
お
い
て
、「
先
生
本
醇
儒
、
雅
志
在
窮
經
。
餘



程
瑤
田
の
經
學
者
と
し
て
の
評
價
と
そ
の
手
法

一
九
一

鋝
」
は
器
物
の
重
さ
を
表
わ
し
て
い
る（
（（
（

。

次
に
、
傍
線
を
附
し
た
部
分
は
、
器
物
の
形
狀
を
述
べ
て
い
る
。
波
線
を
附
し

た
戈
の
「
已
倨
則
不
入
、
已
句
則
不
決
」
は
、「
援
」・「
胡
」
閒
の
角
度
を
述
べ

て
お
り
、「
倨
」「
句
」
は
「
援
」「
胡
」
に
お
け
る
鈍
角
・
銳
角
を
表
す
。
そ
の

上
で
、
程
瑤
田
は
「
已
倨
則
不
入
」
と
は
、「
援
」
と
「
胡
」
の
角
度
が
開
き
過

ぎ
る
と
、
橫
擊
に
際
し
て
上
手
く
突
き
刺
さ
ら
な
い
こ
と
を
言
い
、「
已
句
則
不

決
」
と
は
、「
援
」
と
「
胡
」
の
角
度
が
狹
ま
り
過
ぎ
る
と
、
橫
擊
に
際
し
て
突

き
刺
さ
っ
て
も
切
斷
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
い
こ
と
を
言
う
と
考
え
る
。
こ
れ
に

對
し
て
、
戈
の
「
倨
句
外
博
」
は
、「
援
」・「
胡
」
閒
の
角
度
が
九
〇
度
か
ら
一

〇
一
．
二
五
度
で
あ
る
こ
と
を
言
い
、
戟
の
「
倨
句
中
榘
」
は
、「
內
」・「
胡
」

閒
が
直
角
で
あ
る
こ
と
を
言
う
と
考
え
る
。

最
後
に
、
二
重
線
を
附
し
た
戈
の
「
長
內
則
折
歬
、
短
內
則
不
疾
」
は
、「
內
」

の
不
㊜
正
な
長
さ
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。「
長
內
則
折
歬
」
と
は
、「
內
」
を
長

く
す
る
と
、
そ
れ
だ
け
重
く
な
る
た
め
、「
內
」
に
對
置
す
る
「
援
（
歬
）」
が
相

對
的
に
輕
く
な
り
、
橫
擊
に
際
し
て
矛
先
が
ふ
ら
つ
き
易
く
な
る
こ
と
を
言
う
。

一
方
、「
短
內
則
不
疾
」
と
は
、「
內
」
を
短
く
す
る
と
、
そ
れ
だ
け
輕
く
な
っ
て

（
１
）
戈
・
戟
に
關
す
る
見
解

程
瑤
田
は
初
め
戟
の
實
物
を
見
る
こ
と
な
く
、「
考
工
記
」
の
記
載
に
從
っ
て

想
像
圖
を
描
き
、
二
度
の
改
訂
を
經
て
、
そ
の
圖
を
雕
版
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
乾

隆
五
十
七
年
（
一
七
九
二
）
に
至
る
ま
で
の
十
數
年
の
閒
に
、
次
第
に
自
說
に
疑

念
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
閒
に
戈
に
相
當
す
る
遺
物
を
二
十
數

件
ほ
ど
目
に
し
た
も
の
の
、
戟
に
相
當
す
る
遺
物
を
一
件
も
目
に
す
る
こ
と
が
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
彼
は
戈
の
拓
本
の
再
檢
證
に
着
手
し
た
。
す
る

と
、
こ
れ
ま
で
戈
だ
と
思
っ
て
い
た
も
の
の
中
に
、
形
狀
が
異
な
る
も
の
が
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
に
氣
づ
き
、
三
度
目
の
改
訂
を
行
う
に
至
っ
た（

（（
（

。
以
下
、
そ
の
考

え
方
を
見
て
い
こ
う
。（
圖
１
・
２
）

戈
、
廣
二
寸
、
內
倍
之
、
胡
三
之
、
援
四
之
。
已
倨
則
不
入
、
已
句

則
不
決
。
長
內
則
折
歬
、
短
內
則
不
疾
。
是
故
倨
句
外
博
。
重
三
鋝
。

戟
、
廣
寸
㊒
半
寸
、
內
三
之
、
胡
四
之
、
援
五
之
。
倨
句
中
榘
、
與

刺
重
三
鋝
。（『
周
禮
』「
考
工
記
」
冶
人
（
（（
（

）

ま
ず
、

を
附
し
た
部
分
は
、
器
物
に
お
け
る
各
部
位
の
名
稱
を
述
べ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、「
廣
」
と
は
器
物
の
幅
を
指
す
。「
內
」
と
は
器
物
と
持
ち
手
と
な
る

木
製
の
柄
（「
柲
」）
を
結
合
さ
せ
る
部
位
を
指
し
、「
柲
」
の
上
部
に
開
け
た
穴

に
插
入
す
る
こ
と
か
ら
、「
內
（
納
）」
と
名
づ
け
ら
れ
た
。「
胡
」
と
は
「
柲
」

に
竝
行
し
て
垂
れ
る
部
位
を
指
し
、
そ
の
名
稱
は
「
援
」
を
下
顎
に
見
立
て
た
際

に
、「
胡
」
が
喉
に
當
た
る
こ
と
に
由
來
す
る
。「
援
」
と
は
「
柲
」
に
對
し
て
斜

め
上
に
伸
び
る
部
位
を
指
し
、
そ
の
名
稱
は
引
き
寄
せ
る
（「
援
引
」）
と
い
う
動

作
に
由
來
す
る
。
そ
し
て
、「
刺
」
は
「
內
」
に
附
す
刄
を
指
し
て
い
る
。
た
だ

し
、「
刺
」
は
戟
に
あ
る
が
戈
に
は
な
い
。
こ
れ
に
よ
り
、
程
瑤
田
は
「
刺
」
の

㊒
無
に
よ
っ
て
戈
と
戟
と
を
區
別
で
き
る
と
考
え
た
。
な
お
、「
內
」「
胡
」「
援
」

の
「
倍
之
」「
三
之
」
な
ど
は
、「
廣
」
の
長
さ
に
對
す
る
倍
數
を
表
し
、「
重
三

援　８寸 內　４寸

廣　２寸

胡　６寸

柲　６尺６寸

援　7寸５分

內　４寸５分

廣　１寸５分

柲　１丈６尺

胡　６寸
刺　

圖２「戟」

圖１「戈」



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
九
集

一
九
二

た
だ
し
、
こ
れ
は
一
時
朞
に
著
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
乾
隆
四
十
六
年
（
一
七

八
一
）
か
ら
乾
隆
五
十
年
代
半
ば
に
か
け
て
、
劍
や
拓
本
を
入
手
・
目
睹
す
る
度

に
書
き
足
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
見
解
を
見
て
い
こ
う
。（
圖
５
）

桃
氏
爲
劍
。
臘
廣
二
寸
㊒
半
寸
、〔
ａ
〕
兩
從
半
之
。〔
ｂ
〕
以
其
臘
廣
爲

之
莖
圍
、
長
倍
之
。〔
ｃ
〕
中
其
莖
、
設
其
後
。〔
ｄ
〕
參
分
其
臘
廣
、
去
一

以
爲
首
廣
而
圍
之
。〔
ｅ
〕
身
長
五
其
莖
長
、
重
九
鋝
、
謂
之
上
制
、
上
士

服
之
。
身
長
四
其
莖
長
、
重
七
鋝
、
謂
之
中
制
、
中
士
服
之
。
身
長
三
其
莖

長
、
重
五
鋝
、
謂
之
下
制
、
下
士
服
之
。（『
周
禮
』「
考
工
記
」
桃
氏
（
（（
（

）

〔
ａ
〕
鄭
玄
は
「
臘
は
兩
刄
を
謂
ふ
」
と
言
う
が
、
程
瑤
田
は
「
臘
」
を
ツ
バ

に
相
當
す
る
部
位
と
考
え
た
。
こ
の
部
位
は
中
央
が
膨
ら
み
、
兩
端
に
向
か
っ
て

な
だ
ら
か
に
流
れ
て
お
り
、そ
れ
が
髮
の
毛
が
垂
れ
下
が
っ
た
樣
子
（「
鬛
鬛
然
」）

に
似
て
い
る
か
ら
だ
と
指
摘
す
る
。〔
ｂ
〕「
從
」
は
劍
脊
か
ら
刄
に
至
る
ま
で
の

部
位
を
指
し
、
そ
の
長
さ
は
「
臘
」
の
半
分
に
な
る
。〔
ｃ
〕
鄭
衆
と
鄭
玄
は
劍

の
握
り
（「
莖
」）
は
靑
銅
で
出
來
て
い
る
が
、
そ
の
周
り
は
木
（「
夾
」）
で
蔽
わ

れ
て
い
る
と
考
え
た（

（（
（

。
一
方
、
程
瑤
田
は
「
莖
」
は
訓
詁
の
面
で
「
頸
」
と
通
じ
、

「
首
」
や
「
鬛
」
な
ど
と
と
も
に
人
體
に

し
て
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
、
握
り

の
部
分
そ
の
も
の
に
當
た
り
、「
夾
」
は
サ
ヤ
を
指
す
と
考
え
た
。〔
ｄ
〕「
後
」

重
り
の
役
割
を
果
た
さ
ず
、「
援
」
に
勢
い
が
つ
か
な
く
な
る
こ
と
を
言
う
と
解

釋
す
る（
（（
（

。

と
こ
ろ
で
、
程
瑤
田
は
こ
う
し
た
解
釋
が
鄭
玄
の
見
解
と
異
な
る
こ
と
を
自
覺

し
て
い
た
。
鄭
玄
の
㊟
は

略
で
あ
る
が
故
に
、
そ
れ
を
讀
む
者
に
よ
っ
て
理
解

の
仕
方
が
異
な
っ
て
い
る
。
幸
い
に
程
瑤
田
は
自
ら
が
理
解
し
た
鄭
玄
說
を
圖
で

表
わ
し
て
い
る
。（
圖
３
・
４
）
と
こ
ろ
が
、
程
瑤
田
に
と
っ
て
、
鄭
玄
の
見
解
は

机
上
の
空
論
で
し
か
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
鄭
玄
は
戈
は
主
に
「
胡
」
を
用

い
る
も
の
と
考
え
た
が
、
程
瑤
田
は

遺
物
の
形
狀
を
考
慮
し
て
、
戈
は
主

に
「
援
」
を
用
い
る
と
指
摘
す
る（
（（
（

。

ま
た
、
戟
に
つ
い
て
は
、
鄭
玄
の
言

う
よ
う
に
「
胡
」
が
「
刺
」
に
對
し

て
橫
向
き
に
設
け
ら
れ
る
と
、
そ
の

用
途
は
橫
擊
に
止
ま
っ
て
斬
首
が

行
え
ず
、
さ
ら
に
「
援
」
の
傾
斜

は
「
刺
」
の
側
に
寄
っ
て
い
る
の
で
、

人
を
刺
す
の
に
は
不
向
き
で
あ
る
と

言
う（
（（
（

。
程
瑤
田
に
し
て
み
れ
ば
、
鄭

玄
の
見
解
は
形
狀
と
用
途
の
面
で
實

物
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
も
の
で
あ
っ
た

た
め
、
鄭
玄
は
古
代
の
遺
物
を
見
る

こ
と
な
く
、
臆
測
で
㊟
解
し
た
と
考

え
た
の
で
あ
る
。

（
２
）
劍
に
關
す
る
見
解

程
瑤
田
の
劍
に
關
す
る
考
え
方
は
、「
桃
氏
爲
劍
考
」
に
盡
く
さ
れ
て
い
る
。

圖４「擬鄭㊟戟圖」 圖３「擬鄭㊟戈圖」

鋒

鍔

脊

從
１寸２分 5厘

臘廣
２寸５分

後

莖
５寸

劍
身
と
同
じ
く
靑
銅
製

身
上士：２尺５寸
中士：２尺
下士：１尺５寸

（
劍
口
）

（
鐶
）

（
珥
）

（
鐔
）

首
（
劍
鼻
）
圖５「劍」



程
瑤
田
の
經
學
者
と
し
て
の
評
價
と
そ
の
手
法

一
九
三

戈
・
劍
之
藏
於
塚
墓
者
、
無
論
夏
殷
、

周
八
百
年
中
、
殆
不
可
以
數
計
。

漢
世
古
制
浸
變
、
先
代
舊
物
除
秦
人
銷
鑄
外
、
其
時
竝
在
壙
中
、

㊒
一
二

出
土
者
、
或
在
凢
愚
之
手
、
儒
者
或
不
得
見
。
鄭
氏
之
不
能
目
驗
、
勢
固
然

耳
。（
塚
墓
に
收
藏
さ
れ
た
戈
や
劍
は
、
夏
・
殷
に
限
ら
ず
周
代
八
百
年
に
お
い
て
も
、

ほ
と
ん
ど
數
え
ら
れ
な
い
。
漢
代
に
は
古
制
が
徐
々
に
變
化
し
、
先
代
の
舊
物
は
秦

人
が
鑄
造
し
た
も
の
を
除
き
、
當
時
は
い
ず
れ
も
墓
穴
の
中
に
あ
り
、
一
つ
や
二
つ

出
土
し
た
も
の
が
あ
っ
て
も
、
場
合
に
よ
っ
て
は
凢
愚
の
手
に
あ
り
、
儒
者
は
見
る

こ
と
が
出
來
な
か
っ
た
。
鄭
氏
が
目
驗
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
そ
も
そ
も
情
勢
が
そ

う
だ
っ
た
の
で
あ
る
）
（（
（

。）

程
瑤
田
の
關
心
は
、
あ
く
ま
で
も
「
考
工
記
」
の
本
文
を
讀
み
解
く
こ
と
に
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
遺
物
に
對
す
る
「
目
驗
」
を
通
し
て
「
考
工
記
」

を
讀
み
進
め
て
い
く
內
に
、
彼
は
そ
の
副
產
物
と
し
て
、
秦
漢
朞
に
器
物
の
規
格

に
變
化
が
生
じ
、
鄭
玄
は
漢
代
の
器
物
を
用
い
て
古
代
の
器
物
を
推
測
す
る
し
か

な
か
っ
た
こ
と
も
理
解
し
た
の
で
あ
る
。

（
３
）
程
瑤
田
說
の
同
時
代
的
意
義

そ
れ
で
は
、
程
瑤
田
の
「
目
驗
」
に
本
づ
く
戈
・
戟
と
劍
の
考
證
は
、
同
時
朞

の
學
術
に
お
い
て
如
何
な
る
意
義
が
あ
っ
た
の
か
。

戴
震
の
戈
・
戟
に
關
す
る
考
證
は
、『
考
工
記
圖
』
の
中
に
見
え
て
い
る
。
近

藤
光
男
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
本
書
の
特
色
に
は
數
學
的
な
知
見
に
本
づ
く

分
析
が
あ
り
、
同
時
代
の
人
物
か
ら
も
そ
う
し
た
觀
點
か
ら
評
價
さ
れ
て
い
た）
（（
（

。

た
だ
し
、
そ
の
手
法
は
「
考
工
記
」
や
鄭
㊟
の
分
析
を
通
し
て
導
き
出
し
た
も
の

で
あ
る
た
め
、
戈
・
戟
に
つ
い
て
は
程
瑤
田
と
は
似
て
も
似
つ
か
ぬ
圖
を
描
い
て

い
る
。（
圖
７
・
８
）
ま
た
、
劍
に
つ
い
て
も
、
戴
震
は
遺
物
を
見
ず
、「
考
工
記
」

の
記
述
か
ら
「
臘
廣
」
を
劍
身
の
外
周
と
考
え
た
た
め）
（（
（

、
劍
身
が
極
端
に
細
長
い

圖
を
描
い
て
い
る
。（
圖
９
）

は
訓
詁
の
面
で
「
緱
」
と
通
じ
る
こ
と
か
ら
、「
後
」
と
は
握
り
の
中
央
に
二
本

の
ヒ
モ
狀
の
加
工
を
施
し
た
部
分
を
言
い
、
劍
を
持
つ
際
に
は
こ
こ
に
指
を
入
れ

る
と
主
張
す
る
。
お
そ
ら
く
、「
後
」
が
滑
り
止
め
の
役
割
を
果
た
す
と
考
え
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。〔
ｅ
〕「
首
」
は
柄
頭
に
當
た
る
部
位
で
あ
り
、
そ
の
直
徑
は

「
臘
」
の
三
分
の
二
、「
莖
」
の
二
倍
の
長
さ
に
な
る
。
ま
た
、「
首
」
に
は
穴
が

開
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
口
や
耳
・
鼻
な
ど
に
見
立
て
て
、「
劍
鼻
」「
鐔
」「
珥
」

「
鐶
」「
劍
口
」
な
ど
の
呼
稱
が
あ
る
と
言
う）
（（
（

。

さ
て
、
こ
こ
で
は
「
桃
氏
爲
劍
考
」
に
揭
載
さ
れ
た
「
銅
劍
」（
圖
６
）
に
對

す
る
論
述
に
着
目
し
た
い
。
程
瑤
田
は
こ
れ
を
秦
漢
以
後
の
物
と
鑑
定
し
、
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

於
是
知
漢
時
劍
與
考
工
異
制
矣
。【
先
鄭
云
「
莖
謂
劍
夾
、
爲
人
所
握
」、

後
鄭
云
「
莖
在
夾
中
」、
皆
目
驗
漢
劍
、
億
之
以
爲
說
、
故
與
記
文
違
異
。】

（
こ
う
し
て
、
漢
代
の
劍
は
「
考
工
記
」
の
劍
と
規
格
が
異
な
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

【
先
鄭
は
「
莖
は
劍
夾
を
謂
ふ
、
人
の
握
る
所
と
爲
る
」
と
言
い
、
後
鄭
は
「
莖
は
夾

中
に
在
り
」
と
言
い
、
ど
ち
ら
も
漢
代
の
劍
を
目
驗
し
、
臆
測
で
考
え
を
立
て
る
か

ら
、「
考
工
記
」
の
文
章
と
異
な
る
で
あ
る
）
（（
（

。】）

歬
述
の
ご
と
く
、
鄭
衆
・
鄭
玄
と
程
瑤
田
と
で
は
「
莖
」
と
「
夾
」
の
解
釋
が

異
な
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
「
銅
劍
」
の
鑑
定
時
に
得
た
所
見
の
よ
う
だ
が
、
同
時

に
程
瑤
田
は
鄭
衆
と
鄭
玄
が
古
劍
を
見
ず
、
漢
代
の
劍
か
ら
類
推
し
た
こ
と
に
氣

づ
い
た
。

か
く
し
て
、
程
瑤
田
は
次
の
よ
う
な
認
識
を
示
す
の
で
あ
る
。

圖６「銅劍」
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か
は
情
報
を
共
㊒
し
、
か
つ
「
目
驗
」
に
本
づ
く
考
證
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と

が
分
か
る
。
だ
が
、
彼
ら
の
目
的
は
異
な
っ
て
い
た
。
金
榜
の
『
禮
箋
』
は
鄭
玄

の
『
詩
箋
』
に
倣
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
よ
う
に
、
彼
は
遺
物
を
「
目
驗
」

し
て
鄭
玄
の
說
を
補
强
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
が
、
程
瑤
田
の
よ
う
に
鄭
玄
を
批

判
し
よ
う
と
は
し
て
い
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
見
て
來
る
と
、
程
瑤
田
の
「
目
驗
」
は
、
手
法
の
面
で
「
考
工

記
」
本
文
や
鄭
㊟
に
依
存
し
た
舊
來
の
在
り
方
か
ら
拔
け
出
し
て
、
新
た
な
手
法

と
觀
點
か
ら
分
析
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
そ
の
畫
朞
性
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。
實

際
に
、
王
念
孫
は
「
閱
重
定
戟
考
、
始
知
內
之
㊒
刄
者

其
刺
（
再
考
さ
れ
た
戟

の
見
解
を
見
て
、
よ
う
や
く
內
に
刄
が
あ
る
も
の
が
刺
で
あ
る
こ
と
に
氣
づ
き
ま
し
た
（
（（
（

）」

と
い
う
認
識
を
示
し
た
。
も
っ
と
も
、
阮
元
は
遺
物
を
用
い
て
「
古
戟
圖
攷
」

（『
揅
經
室
一
集
』
卷
五
）
を
著
し
、
程
瑤
田
と
は
異
な
る
見
解
を
示
し
た（
（（
（

。
や
が
て
、

程
瑤
田
の
見
解
に
も
誤
り
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
始
め
た
が
、
そ
れ
で
も
鄒
伯

奇
は
「
近
人
言
戈
戟
、
以
程
氏
瑤
田
爲
最
詳
（
近
頃
の
人
が
戈
戟
に
言
及
す
る
際
は
、

程
瑤
田
の
見
解
を
最
も
詳
し
い
と
見
な
す
（
（（
（

）」
と
い
う
認
識
が
世
の
中
に
あ
る
こ
と
を

示
し
、
虞
必
芳
も
「
戈
戟
形
制
見
攷
工
記
、
後
人
各
據
鄭
㊟
爲
圖
、
獨
程
氏
瑤
田

所
定
、
與
鄭
㊟
異
而
致
爲
詳
善
（
戈
戟
の
規
格
は
「
考
工
記
」
に
見
え
て
お
り
、
後
世

の
人
は
そ
れ
ぞ
れ
鄭
㊟
に
本
づ
い
て
圖
を
作
る
が
、
程
瑤
田
の
判
斷
は
、
鄭
㊟
と
は
異
な

る
が
詳
し
く
素
晴
ら
し
い
（
（（
（

）」
と
言
う
。
程
瑤
田
が
導
き
出
し
た
結
論
の
妥
當
性
は

別
に
し
て
も
、
彼
が
多
く
の
遺
物
を
用
い
て
檢
證
し
、
か
つ
鄭
玄
說
が
漢
代
の
遺

物
に
本
づ
く
こ
と
ま
で
指
摘
し
た
先
驅
性
は
、
同
時
代
人
か
ら
稱
贊
さ
れ
る
だ
け

の
價
値
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
、
程
瑤
田
自
身
は
「
目
驗
」
を
運
用
す
る
こ
と
で
、
客
觀
的
な
考
證
を
行

う
こ
と
だ
け
を
目
指
し
て
い
た
わ
け
で
も
な
い
。
た
と
え
ば
、
彼
は
戟
の
遺
物
を

見
て
い
く
と
、
戈
と
戟
の
重
さ
が
「
三
鋝
」
よ
り
輕
い
物
も
重
い
物
も
存
在
す
る

も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
見
解
は
、

當
時
に
お
い
て
極
端
な
解
釋
だ
っ
た

わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
歷
代

の
諸
家
の
說
を
集
め
て
編
纂
し
た

『
欽
定
周
官
義
疏
』（
乾
隆
十
三
年
序
）

や
戴
震
が
引
く
江
永
說
で
も
、
戈
に

お
け
る
三
日
⺼
狀
の
胡
・
戟
に
お
け

る
上
下
に
伸
び
る
切
っ
先
・
劍
に
お

け
る
細
長
い
劍
身
を
思
い
描
い
て

い
る（
（（
（

。
北
宋
の
黃
伯
思
は
、「
銅
戈

弁
」（『
東
觀
餘
論
』
卷
上
）
で
遺
物
を

用
い
た
考
證
を
試
み
る
も
の
の（

（（
（

、
サ

ン
プ
ル
の
少
な
さ
か
ら
か
、
依
然
と
し
て
「
考
工
記
」
本
文
や
鄭
㊟
に
本
づ
く
考

察
が
行
わ
れ
た
。
戴
震
の
見
解
は
こ
の
流
れ
に
沿
う
も
の
で
あ
る
の
に
對
し
て
、

程
瑤
田
は
㊮
料
環
境
の
向
上
に
伴
い
、「
目
驗
」
を
新
た
な
手
法
と
し
て
確
立
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
金
榜
の
『
禮
箋
』
に
は
「
戈
戟
」「
桃
氏
爲
劍
」
の
二
篇
を
收
め
る（
（（
（

。

こ
れ
ら
を
見
る
と
、
金
榜
も
程
瑤
田
と
同
樣
に
遺
物
を
收
集
し
、
そ
の
內
の
幾
つ

圖８「戟」 圖７「戈」

臘廣
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中士：２尺
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圖９「劍」



程
瑤
田
の
經
學
者
と
し
て
の
評
價
と
そ
の
手
法

一
九
五

朙
す
る
根
據
は
、
學
者
が
「
考
工
記
」
を
讀
ん
で
も
ど
こ
か
曖
昧
で
あ
っ
た
。
だ
が
、

「
考
工
記
」
の
文
章
を
讀
み
込
み
、
か
つ
器
物
の
形
態
を
觀
察
す
る
と
、
指
紋
に
僅
か

な
亂
れ
が
な
い
か
の
よ
う
に
整
然
と
す
る
。
か
く
し
て
、
古
人
の
文
章
は
こ
の
上
な

く
精
彩
に
富
み
、
靑
々
と
し
た
空
に
太
陽
が
姿
を
「
爾
ニ
隱
ス
コ
ト
無
ク
」
現
す
よ

う
で
あ
る
こ
と
に
感
銘
を
受
け
る
の
で
あ
る
（
（（
（

。）

こ
こ
で
は
、「
考
工
記
」
を
深
く
讀
み
込
み
、
遺
物
を
檢
證
す
る
な
ら
ば
、
そ

の
記
載
は
全
く
亂
れ
が
な
い
こ
と
に
氣
づ
く
と
主
張
す
る
。
程
瑤
田
が
行
っ
た

「
目
驗
」
は
、
確
か
に
客
觀
性
に
富
ん
だ
手
法
と
言
え
よ
う
。
だ
が
、
そ
れ
は
一

方
で
經
書
の
正
し
さ
を
立
證
す
る
た
め
の
經
學
上
の
手
法
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

最
後
に
、
本
稿
に
お
け
る
考
察
內
容
と
そ
の
意
義
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
第
一
節
で
は
、
主
に
程
瑤
田
の
事
跡
に
關
す
る
㊮
料
を
用
い
る
こ
と
で
、

程
瑤
田
が
同
時
朞
の
學
者
た
ち
か
ら
經
學
者
と
し
て
高
い
評
價
を
得
る
ま
で
の
背

景
を
朙
ら
か
に
し
た
。
程
瑤
田
は
一
般
的
に
江
永
の
門
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

が
、
方
楘
如
や
劉
大
櫆
に
も
從
學
し
て
お
り
、
ま
た
江
永
に
從
學
し
た
か
ら
と
い

っ
て
經
學
一
邊
倒
の
學
問
を
行
っ
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
程
瑤

田
に
對
す
る
江
永
の
門
人
と
い
っ
た
見
方
や
、
皖
派
な
ど
と
稱
さ
れ
る
學
問
上
の

系
譜
は
、
あ
る
一
面
を
切
り
出
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
同
時
朞
の
人
々
が
そ

の
こ
と
を
强
調
す
る
こ
と
で
、
自
分
た
ち
が

む
よ
う
な
人
物
像
や
師
承
關
係
を

作
り
出
し
て
い
た
見
方
で
あ
り
、
程
瑤
田
に
對
す
る
稱
贊
は
多
分
に
し
て
同
時
代

人
の
價
値
觀
が
入
り
組
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
第
二
節
で
は
、
戈
・
戟
と
劍
に
關
す
る
考
證
を
例
に
、
程
瑤
田
の
「
目

驗
」
と
い
う
考
證
の
手
法
に
つ
い
て
檢
討
を
行
っ
た
。
程
瑤
田
が
遺
物
を
「
目

驗
」
し
、
そ
れ
ま
で
の
「
考
工
記
」
本
文
や
鄭
玄
說
に
依
存
し
た
考
察
に
比
し
て
、

こ
と
に
つ
い
て
、「
又
未
可
以
執
一
求
也
（
そ
も
そ
も
、
一
つ
の
こ
と
に
執
着
し
て
追

求
し
て
は
な
ら
な
い（

（（
（

）」
と
い
い
、「
考
工
記
」
の
重
さ
に
關
す
る
記
述
が
一
例
に

過
ぎ
な
い
と
主
張
す
る
。

ま
た
、「
桃
氏
爲
劍
考
」
に
揭
載
さ
れ
た
「
古
銅
劍
」
全
十
二
圖
の
內
、
第
十

一
圖
は
握
り
部
分
の
「
後
」
と
柄
頭
に
あ
た
る
「
首
」
が
な
い
。（
圖
10
）
た
だ
、

こ
の
劍
に
は
古
い
字
體
の
銘
文
が
鑄
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
輕
々
に
秦
漢
以

後
の
物
と
言
う
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
程
瑤
田
は
「
是
劍
也
、
莖

中
無
所
設
、
亦
無
首
。
未
睹
其
物
、
不
敢
漫
說
之
也
（
こ
の
劍
は
、
莖
に
後
を
設

け
て
お
ら
ず
、
首
も
な
い
。
實
物
を
見
て
い
な
い
の
で
、
決
し
て
輕
々
な
判
斷
は
下
せ
な

い（
（（
（

）」
と
言
い
、
朙
確
な
判
斷
を
避
け
る
。

こ
の
よ
う
に
、
程
瑤
田
は
遺
物
の
中
に
「
考
工
記
」
の
記
載
と
一
致
し
な
い
も

の
が
あ
る
と
、「
考
工
記
」
に
疑
念
を
抱
く
の
で
は
な
く
、
例
外
措
置
を
講
じ
た

り
、
朙
言
を
避
け
た
り
す
る
こ
と
で
、「
考
工
記
」
の
完
全
性
を
守
り
通
そ
う
と

し
た
。

古
器
之
流
傳
於
今
而
失
其
名
義
者
多
矣
。
戈
・
戟
度
法
在
冶
氏
、
劍
在
桃

氏
、
世
亦
嘗
見
其
器
、
而
其
所
以
名
與
義
之
可
以
說
者
、
學
者
讀
考
工
記
或

昧
焉
。
然
苟
深
求
記
文
、
察
其
形
體
、
如
旋
渦
之
在
指
、
無
豪
髮
爽
。
然
後

嘆
古
人
之
文
章
精
妙
無
倫
、
又
如
靑
天
白
日
、
無
隱
乎
爾
也
。（
古
の
器
物

で
現
在
に
ま
で
傳
わ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
名
稱
や
意
義
を
失
っ
た
も
の
は
多
い
。
戈

と
戟
の
規
格
は
「
考
工
記
」
の
冶
氏
に
見
え
、
劍
は
桃
氏
に
見
え
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
も
世
の
中
に
そ
う
し
た
器
物
は
現
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
名
稱
や
意
義
を
的
確
に
說

圖 10
「古銅劍十一」
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圖
９
：「
劍
」（
同
上
、
二
二
一
頁
）
を
本
に
作
成
し
た
。

圖
10
：「
古
銅
劍
十
一
」（「
桃
氏
爲
劍
考
」、「
桃
氏
十
九
」
表
）
に
よ
る
。

　

㊟
（
１
）　

た
と
え
ば
、
焦
循
「
與
孫
淵
如
觀
察
論
考
據
著
作
書
」
に
、「
本
朝
經
學
盛
興
、

…
…
近
世
以
來
、
在
吳
㊒
惠
氏
之
學
、
在
徽
㊒
江
氏
之
學
・
戴
氏
之
學
。
精
之
又
精
、

則
程
易
疇
名
於
歙
、
段
若
膺
名
於
金
壇
、
王
懷
祖
父
子
名
於
高
郵
、
錢
竹
汀
叔
姪
名

於
嘉
定
」（『
雕
菰
集
』
卷
一
三
、
劉
建
臻
點
校
『
焦
循
詩
文
集
』
上
册
、
廣
陵
書
社
、

二
〇
〇
九
年
、
二
四
六
〜
二
四
七
頁
）
と
あ
る
。
他
に
も
、
陳
壽
祺
「
答
段
懋
堂
先

生
書
」
に
「
屈
指
海
內
通
儒
、
發
聾
振
聵
之
功
、
莫
過
於
執
事
與
錢
竹
汀
詹
事
・
王

懷
祖
河
使
・
程
易
疇
孝
廉
數
君
子
」（『
左
海
文
集
』
卷
四
、『
續
修
四
庫
全
書
』
第

一
四
九
六
册
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
五
～
二
〇
〇
二
年
、
一
五
七
頁
）
と
あ

り
、
汪
喜
孫
「
再
示
左
生
書
」
に
「
今
之
經
學
書
、
無
過
通
藝
錄
・
經
義
述
聞
二
種
。

通
藝
錄
、
既
精
且
博
、
千
門
萬
戶
、
非
讀
書
數
十
年
之
功
、
不
能
成
。
亦
非
讀
書
數

十
年
之
功
、
不
能
讀
。
經
義
述
聞
、
實
事
求
是
、
不
尙
墨
守
、
非
讀
書
數
萬
卷
、
不

能
覽
。
亦
非
讀
書
數
萬
卷
、
不
能
㊟
。
讀
通
藝
錄
者
、
不
必

如
程
君
瑤
田
。
讀

經
義
述
聞
者
、
不
必

如
王
宗
伯
」（『
從
政
錄
』
卷
一
、
楊
晉
龍
主
編
『
汪
喜
孫
著

作
集
』
中
册
、
中
央
硏
究
院
中
國
文
哲
硏
究
所
、
二
〇
〇
三
年
、
四
一
六
～
四
一
七

頁
）
と
あ
る
。

（
２
）　

羅
振
玉
「
觀
堂
集
林
原
序
一
」（『
王
觀
堂
先
生
全
集
』
第
一
册
、
文
華
出
版
公
司
、

一
九
六
八
年
）、
一
頁
。

（
３
）　

江
錦
波
・
王
世
重
『
江
愼
修
先
生
年
譜
』
乾
隆
十
八
年
條
（『
淸
代
徽
人
年
譜
合

刊
』
上
册
）、
六
三
頁
。

（
４
）　

蔡
錦
芳
「
戴
震
徽
州
同
學
事
迹
考
」（『
戴
震
生
平
與
作
品
考
論
』
上
篇
第
二
章
）

を
參
照
。

（
５
）　

代
表
的
な
硏
究
と
し
て
、
蔡
錦
芳
「
戴
震
與
江
永
交
游
考―

析
〝
吾
郡
老
儒
〟

よ
り
客
觀
性
の
高
い
成
果
を
擧
げ
た
こ
と
で
、
同
時
代
の
人
々
か
ら
經
學
者
と
し

て
稱
贊
さ
れ
る
こ
と
に
繫
が
っ
た
。
た
だ
、
彼
の
「
目
驗
」
は
考
證
の
客
觀
性
を

追
求
す
る
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
經
書
の
完
全
性
を
立
證
す
る
た
め
の
も
の
で

も
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
程
瑤
田
は
乾
隆
四
十
一
年

（
一
七
七
六
）
に
京
師
で
戴
震
と
金
榜
の
三
江
に
關
す
る
議
論
に
不
滿
を
覺
え
た

こ
と
で
、『
禹
貢
三
江
考
』
を
著
す
に
至
っ
て
い
る（
（（
（

。
程
瑤
田
は
本
書
で
も
「
目

驗
」
に
言
及
す
る
が
、
そ
れ
は
程
瑤
田
自
身
の
「
目
驗
」
で
は
な
く
、
治
水
事
業

に
お
け
る
禹
の
「
目
驗
」
で
あ
り
、「
禹
貢
」
は
そ
れ
を
ま
と
め
た
書
物
で
あ
る

と
論
じ
て
い
る
。
本
書
に
關
す
る
考
察
は
今
後
に
朞
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
戴
震

や
金
榜
と
の
差
別
化
や
聖
人
を
理
解
の
た
め
の
「
目
驗
」
と
い
う
點
は
、
本
稿
に

お
け
る
考
察
と
も
關
連
す
る
。
羅
振
玉
は
程
瑤
田
の
「
目
驗
」
を
考
古
學
的
な
手

法
と
し
て
捉
え
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
が
、
程
瑤
田
に
と
っ
て
は
聖
人
に
肉
薄
す

る
た
め
の
經
學
的
な
手
法
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

圖
版
出
典
一
覽

圖
１
：「
戈
鑿
柲
銜
內
纏
縛
之
圖
」（『
考
工
創
物
小
記
』
卷
四
「
戈
戟
橫
內
柲
鑿
旁
證
記
」、

「
冶
氏
丗
八
」
裏
）
を
本
に
作
成
し
た
。

圖
２
：「
戟
鑿
柲
銜
內
纏
縛
之
圖
」（
同
、「
冶
氏
丗
九
」
表
）
を
本
に
作
成
し
た
。

圖
３
：「
擬
鄭
㊟
戈
圖
」（
同
書
卷
三
「
冶
氏
爲
戈
戟
考
」、「
冶
氏
十
一
」
裏
）
に
よ
る
。

圖
４
：「
擬
鄭
㊟
戟
圖
」（
同
、「
冶
氏
十
二
」
表
）
に
よ
る
。

圖
５
：「
古
銅
劍
四
」（
同
書
卷
五
「
桃
氏
爲
劍
考
」、「
桃
氏
六
」
表
）
を
本
に
作
成
し
た
。

圖
６
：「
銅
劍
與
考
工
異
制
附
」（
同
、「
桃
氏
十
一
」
表
）
に
よ
る
。

圖
７
：「
戈
」（『
考
工
記
圖
』
卷
上
、『
戴
東
原
先
生
全
集
』、
大
化
書
局
、
一
九
七
八
年
、

二
二
〇
頁
）
に
よ
る
。

圖
８
：「
戟
」（
同
上
、
二
二
〇
頁
）
に
よ
る
。



程
瑤
田
の
經
學
者
と
し
て
の
評
價
と
そ
の
手
法

一
九
七

之
公
案
」（
歬
揭
書
上
篇
第
一
章
）
が
あ
る
。
こ
の
他
に
、
蔡
氏
未
見
の
㊮
料
を
用

い
た
も
の
と
し
て
、
方
利
山
「
新
發
現
的
戴
震
書
江
永
像
贊
和
江
永
像
」（『
徽
州
學

散
論
續
編
』、
中
國
戲
劇
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
と
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た
林
勝
彩

「《
江
愼
修
先
生
年
譜
》
增
補
」（
同
氏
點
校
『
善
餘
堂
文
集
』、
中
央
硏
究
院
、
二
〇

一
三
年
）
が
あ
る
。

（
６
）　
『
江
愼
修
先
生
年
譜
』
乾
隆
十
八
年
條
、
六
三
頁
。

（
７
）　

蔡
錦
芳
「
戴
震
徽
州
同
學
事
迹
考
」
を
參
照
。

（
８
）　

戴
震
『
考
工
記
圖
』（
楊
應
芹
・
諸
偉
奇
主
編
『
戴
震
全
書
（
修
訂
本
）』
第
五
册
、

黃
山
書
社
、
二
〇
一
〇
年
）、
江
永
の
說
は
三
五
三
頁
、
三
六
六
頁
に
各
２
條
、
三

五
八
頁
、
四
二
四
頁
に
各
１
條
見
え
、
鄭
牧
の
說
は
三
二
三
頁
、
三
二
四
頁
、
三
二

八
頁
、
三
三
三
頁
、
三
四
〇
頁
、
四
〇
三
頁
、
四
五
六
頁
に
各
１
條
見
え
、
方
榘
の

說
は
三
六
六
頁
、
三
六
七
頁
に
各
１
條
見
え
る
。

（
９
）　
「
予
少
攻
詞
章
之
學
、
久
而
厭
苦
之
乃
讀
經
、
從
婺
源
眘
齋
江
先
生
遊
、
與
同
學

休
寧
戴
震
、
同
里
汪
肈
龍
・
程
瑤
田
輩
講
習
辨
難
久
之
、
於
詩
若
獨
㊒
所
得
、
輒
隨

筆
存
錄
」（『
續
修
四
庫
全
書
』
第
六
三
册
、
六
〇
五
頁
）
と
あ
る
。

（
10
）　
『
江
愼
修
先
生
年
譜
』
乾
隆
二
二
年
條
に
、「
館
歙
靈
山
方
榘
家
、
從
學
者
如
癸
酉

歲
」（
六
四
頁
）
と
あ
る
。

（
11
）　

蔡
錦
芳
「
劉
大
櫆
與
徽
州
學
術
文
化―

爲
吳
孟
復
《
劉
大
櫆

譜
》
作
補

正
」（
歬
揭
書
上
篇
第
二
章
附
錄
）
を
參
照
。

（
12
）　

汪
梧
鳳
『
松
溪
文
集
』（『
四
庫
未
輯
書
輯
刊
』
第
十
輯
第
二
八
册
、
北
京
出
版
社
、

二
〇
〇
〇
年
）、
一
四
八
頁
。

（
13
）　

鄭
虎
文
「
松
溪
書
屋
園
序
」（『
呑
松
閣
集
』
卷
二
六
、『
四
庫
未
收
書
輯
刊
』
第

十
輯
第
一
四
册
）、
二
三
三
～
二
三
四
頁
。

（
14
）　
『
蓮
飮
集
』
は
『
安
徽
叢
書
』
に
「
蓮
飮
集
濠
上
吟
稿
」
と
題
し
て
全
二
八
首
の

詩
を
收
錄
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
り
、
安
徽
省
博
物
館
で
張
尙
隱

氏
が
稿
本
『
蓮
飮
集
』
四
卷
を
發
見
し
た
。
今
は
、『
程
瑤
田
全
集
』
や
『
淸
代
詩

文
集
彙
編
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
、
三
五
五
册
）
に
收
錄
さ
れ
、
容

易
に
利
用
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
こ
の
稿
本
『
蓮
飮
集
』
に
つ
い
て
は
、
龍
松
（
張

尙
隱
氏
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
）「
程
瑤
田
《
蓮
飮
集
》
的
發
現
」（『
文
獻
』
一
九
九
六
年

第
一
朞
）
や
『
程
瑤
田
全
集
』
第
四
册
の
「
校
點
說
朙
」
を
參
照
。

（
15
）　

戴
震
「
再
與
盧
侍
講
書
【
辛
巳
】」（『
戴
東
原
集
』
卷
三
、『
戴
震
全
書
（
修
訂

本
）』
第
六
册
）、
二
九
〇
～
二
九
一
頁
。

（
16
）　

程
瑤
田
「
周
髀
用
榘
述
」
に
、「
昔
歲
在
己
巳
、
余
始
與
戴
東
原
交
、
東
原
與
余

言
準

之
法
、
余
遂
學
焉
、
而
未
知
其
審
也
。
其
後
九
年
、
館
汪
在
湘
家
、
因
推
求

準

重
測
用
較
爲
法
之
理
、
乃
疏
記
之
而
爲
三
圖
、
曰
測
高
之
圖
、
曰
因
遠
知
深
之

圖
、
曰
高
遠
廣
三
者
皆
不
知
用
三
測
互
求
之
圖
。
在
湘
奇
之
、
爲
儀
觀
焉
。
東
原
見

而
歎
余
用
心
之
甚
細
也
」（『
數
度
小
記
』「
周
髀
用
榘
一
」
表
）
と
あ
る
。

（
17
）　

汪
喜
孫
『
容
甫
先
生
年
譜
』
乾
隆
四
八
年
條
（
田
漢
雲
點
校
『
新
編
汪
中
集
』
附

錄
一
、
廣
陵
書
社
、
二
〇
〇
五
年
、
二
五
頁
）
に
見
え
る
。

（
18
）　

汪
中
「
致
端
臨
書
」（『
新
編
汪
中
集
』
文
集
第
五
輯
）、
四
三
七
頁
。

（
19
）　

汪
喜
孫
『
容
甫
先
生
年
譜
』
乾
隆
四
三
年
條
（『
新
編
汪
中
集
』
附
錄
一
、
二
〇

頁
）
の
繋
年
に
從
う
。

（
20
）　

盧
文
弨
「
校
禮
堂
初
稿
序
」（
紀
健
生
校
點
『
淩
廷
堪
全
集
』
第
四
册
、
黃
山
書
社
、

二
〇
〇
九
年
）、
三
一
九
頁
。

（
21
）　

淩
廷
堪
「
題
程
易
田
先
生
讓
堂
話
別
圖
」（『
校
禮
堂
詩
集
』
卷
九
「
乙
卯
」、『
淩

廷
堪
全
集
』
第
四
册
）
一
三
二
頁
。

（
22
）　

王
鳴
盛
「
辛
亥
小
春
⺼
五
言
古
詩
三
十
二
韻
題
讓
堂
話
別
圖
奉
送
旋
里
王
鳴
盛

西
莊
氏
時
年
七
十
」（
程
瑤
田
『
讓
堂
亦
政
錄
』
嘉
定
贈
別
詩
文
附
錄
、「
嘉
定
贈
別

十
」
表
～
裏
）
に
見
え
る
。

（
23
）　

い
わ
ゆ
る
「
文
藝
」
と
は
詩
や
時
文
な
ど
の
作
成
を
言
う
だ
ろ
う
。『
讓
堂
亦
政

錄
』
に
は
嘉
定
滯
在
時
に
詠
ん
だ
「
古
今
體
詩
」
を
收
め
る
。
ま
た
、
程
瑤
田
本
人

に
は
「
余
於
經
生
藝
、
非
如
廣
之
射
、
天
性
然
也
、
而
喋
喋
不
已
、
不
顧
笑
者
之
齒



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
九
集

一
九
八

冷
、
何
耶
。
野
芲
及
時
而
開
、
見
者
莫
知
其
名
、
山
鳥
悅
性
、
自
鳴
自
已
、
㊒
莫
知

其
然
而
然
者
。
靜
悟
非
㊒
加
也
。
其
於
識
解
、
或
者
所
見
又
別
乎
」（
程
瑤
田
『
修

辭
餘
鈔
』「
非
能
編
自
敍
」、「
非
能
一
」
裏
）
と
い
う
意
識
が
あ
り
、
一
槪
に
「
文

藝
」
を
「
餘
事
」
と
も
見
な
し
得
な
い
。

（
24
）　

程
瑤
田
の
戈
・
戟
に
關
す
る
見
解
を
理
解
す
る
際
に
は
、
林
巳
奈
夫
「
戈
と
戟
」

（『
中
國
殷
周
時
代
の
武
器
』
第
一
章
、
京
都
大
學
人
文
科
學
硏
究
所
、
一
九
七
二
年
）、

郭
沫
若
「
說
戟
」（『
殷
周
靑
銅
器
銘
文
硏
究
』
卷
二
、『
郭
沫
若
全
集
』
考
古
編
第

四
卷
、
科
學
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）、
張
敏
利
「
程
瑤
田
的
戈
、
戟
考
」（『
安
徽

文
獻
硏
究
集
刊
』
二
〇
一
四
年
第
一
朞
）
な
ど
を
㊜
宜
參
照
し
た
。
ま
た
、
劍
に
つ

い
て
は
、
林
巳
奈
夫
「
劍
、
附
匕
首
」（
歬
揭
書
第
五
章
）、
商
承
祚
「
程
瑤
田
桃
氏

爲
劍
考
補
正
」（『
商
承
祚
文
集
』、
中
山
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
な
ど
を
㊜

宜
參
照
し
た
。

（
25
）　

程
瑤
田
「
冶
氏
爲
戈
戟
考
」
に
、「
戟
之
制
、
初
以
未
見
古
戟
、
惟
据
記
文
擬
而

圖
之
、
凢
再
易
稿
、
付
之
開
雕
、
於
今
十
餘
年
矣
、
復
披
覽
而
疑
焉
。
以
古
戈
所
見

不
下
廿
餘
事
、
而
戟
不
應
不
一
見
。
乃
取
所
嘗
見
諸
戈
之
拓
本
觀
之
、
見
內
末
㊒
刄

者
數
事
、
中
㊒
其
援
更
昂
於
他
戈
者
、
恍
然
曰
、「
是
乃
所
謂
戟
也
。」
刺
非
別
爲
一

物
、
內
末
之
刄

刺
也
。
既
考
定
戟
之
眞
形
、
乃
盡
錄
歬
所
逸
之
諸
拓
本
、
詳
爲
之

說
以
刻
於
卷
後
、
而
玆
篇
至
是
凢
三
易
其
稿
也
」（『
考
工
創
物
小
記
』
卷
三
、「
冶

氏
一
」
裏
）
と
あ
る
。

（
26
）　
『
十
三
經
㊟
疏
』（
第
三
册
、
藝
文
印
書
館
、
一
九
七
六
年
）、
六
一
五
～
六
一
六
頁
。

（
27
）　

程
瑤
田
「
冶
氏
爲
戈
戟
考
」
に
、「
戈
・
戟
竝
㊒
內
㊒
胡
㊒
援
、
二
者
之
體
大
略

同
矣
。
其
不
同
者
、
戟
獨
㊒
刺
耳
。
是
故
說
文
曰
、「
戈
、
平
頭
戟
也
。」
然
則
戟
爲

戈
之
不
平
頭
者
矣
。
又
曰
、「
戟
、
㊒
枝
兵
也
。」
然
則
戈
爲
戟
之
無
枝
者
矣
。
說
文

言
枝
、
考
工
記
言
刺
、
枝
・
刺
一
物
也
、【
…
…
】
是
故
戈
之
制
㊒
援
、
援
其
刄
之

止
者
、
衡
出
以
啄
人
。
其
本

內
也
。
內
衡
貫
於
柲
之
鑿
而
出
之
、
如
量
鑿
正
枘
之

枘
、
讀
如
「
出
內
朕
命
」
之
「
內
」、
故
謂
之
內
。
援
接
內
處
、
折
而
下
垂
者
謂
之
胡
。

胡
之
言
喉
、
如
喉
承
頦
折
而
直
下
也
。
援
衡
胡
上
、
故
曰
平
頭
也
。
此
据
記
文
。
又

驗
古
戈
之
流
傳
於
今
者
皆
如
此
」（「
冶
氏
一
」
表
～
裏
）
と
あ
る
。

（
28
）　

程
瑤
田
「
戈
體
倨
句
外
博
義
述
」
に
、「
余
謂
倨
句
度
法
生
於
榘
、
在
考
工
記
車

人
職
、「
車
人
之
事
、
半
榘
謂
之
宣
、
一
宣
㊒
半
謂
之
欘
、
一
欘
㊒
半
謂
之
柯
、
一

柯
【
此
榘
字
之
譌
。】
㊒
半
謂
之
磬
折
。」
是
故
㊒
中
榘
之
度
、
㊒
一
榘
㊒
半
之
度
、

㊒
半
榘
之
度
。
其
一
宣
㊒
半
者
、
則
半
榘
又
四
分
榘
之
一
之
度
也
。
其
一
欘
㊒
半
者
、

則
兩
其
半
榘
又
八
分
榘
之
一
度
也
。
…
…
故
冶
氏
之
倨
句
外
博
雖
無
一
定
之
度
法
、

其
度
法
求
之
榘
・
柯
之
閒
也
。
…
…
記
云
、「
已
倨
則
不
入
」、
謂
援
倨
於
外
博
、
太

向
上
也
。
戈
啄
人
、
蓋
橫
用
之
、
太
向
上
、
是
以
不
能
入
也
。「
已
句
則
不
決
」、
謂

援
句
於
外
博
、
橫
啄
之
雖
可
入
、
然
太
向
下
、
與
胡
相
廹
、
是
以
入
而
難
而
決
斷
也
。

倨
句
外
博
、
則
二
病
除
。「
長
內
則
折
歬
」、
歬
謂
援
也
。
內
長
則
重
、
而
援
轉
輕
。

輕
則
爲
重
者
所
累
、
故
易
掉
折
、【
非
斷
折
之
折
。】
亦
啄
而
不
能
入
也
。「
短
內
則

不
疾
」、
內
短
則
輕
、
而
不
足
以
爲
援
助
、
故
入
之
而
不
疾
也
。
二
病
弗
除
、
雖
倨

句
外
博
、
戈
亦
未
盡
善
也
」（『
考
工
創
物
小
記
』
卷
四
、「
戈
體
一
」
表
～
「
戈
體

二
」
裏
）
と
あ
る
。

（
29
）　

程
瑤
田
「
擬
鄭
㊟
戈
圖
」
に
、「
瑤
田
案
、
㊟
云
、「
戈
、
句
兵
也
。
主
於
胡
也
。」

㊟
意
以
句
之
名
由
橫
者
而
生
、
定
胡
爲
橫
刄
、
故
謂
胡
爲
戈
之
主
、
其
實
主
於
援
、

援
其
橫
刄
也
」（『
考
工
創
物
小
記
』
卷
三
、「
冶
氏
十
一
」
裏
）
と
あ
る
。

（
30
）　

程
瑤
田
「
擬
鄭
㊟
戟
圖
」
に
、「
瑤
田
案
、
…
…
然
胡
橫
貫
於
刺
、
其
用
止
能
橫
擊
、

若
斬
首
必
不
能
決
、
而
援
邪
倚
於
刺
、

以
刺
人
、
亦
恐
難
勝
任
也
」（『
考
工
創
物

小
記
』
卷
三
、「
冶
氏
十
二
」
表
）
と
あ
る
。

（
31
）　
『
十
三
經
㊟
疏
』
第
三
册
、
六
一
七
頁
。

（
32
）　

程
瑤
田
「
桃
氏
爲
劍
考
」
に
、「
先
後
鄭
氏
亦
竝
以
人
所
握
者
爲
夾
、
是
謂
莖
外

著
木
、
如
今
之
刀
劍
拊
者
。
古
劍
無
是
物
也
」（『
考
工
創
物
小
記
』
卷
五
、「
桃
氏

二
」
表
）
と
あ
る
。

（
33
）　

程
瑤
田
「
桃
氏
爲
劍
考
」
に
、「
臘
者
何
。
臘
之
言
鬛
也
、
歬
承
劍
身
而
後
接
於
莖
、



程
瑤
田
の
經
學
者
と
し
て
の
評
價
と
そ
の
手
法

一
九
九

豐
中
而
漸
殺
焉
、
以
橫
趨
於
兩
旁
如
髮
鬛
鬛
然
、
故
謂
之
臘
。
…
…
橫
者
臘
之
、
廣

則
中
豐
者
、
其
從
也
。
劍
身
閒
之
、
故
㊒
兩
從
。
從
半
於
廣
故
廣
二
寸
㊒
半
寸
、
從

則
一
寸
㊒
四
分
寸
之
一
矣
。
莖
者
何
。
人
所
握
者
也
。
莖
之
言
頸
也
、
在
首
下
、
鬛

被
於
其
歬
、

形
立
名
、
惟
其
似
也
。
以
臘
廣
爲
之
圍
、
則
參
分
臘
廣
之
一
、
其

莖
圍
之
徑
也
。
中
其
莖
者
何
。
當
莖
長
之
中
也
。
設
其
後
者
何
。
後
之
言
緱
也
、
以

繩
纏
之
謂
之
緱
。
緱
之
言
喉
也
、
當
莖
之
中
設
之
以
容
指
、
而
因
以
名
其
所
纏
之
繩
。

…
…
首
者
何
。
戴
於
莖
者
也
。
首
也
者
、
劍
鼻
也
。
劍
鼻
謂
之
鐔
、
鐔
謂
之
珥
、
又

謂
之
鐶
、
一
謂
之
劍
口
。
㊒
孔
曰
口
、
視
其
旁
如
耳
然
曰
珥
、
面
之
曰
鼻
、
對
末

言
之
曰
首
。
…
…
劍
之
名
物
見
於
莊
周
書
凢
五
事
、
曰
、
鋒
・
鍔
・
脊
・
鐔
・
夾
。

【
…
…
】
据
其
所
次
者
言
之
、
則
鋒
者
其
耑
也
、【
…
…
】
鍔
者
其
刄
也
、【
…
…
】

脊
者
身
中
隆
者
也
、
鐔
者
其
首
也
、
夾
次
鐔
後
、
繼
夾
遂
言
包
裹
、
則
夾
者
其
室
也
。

【
…
…
】
夾
爲
室
、
鐔
爲
首
朙
矣
。
首
及
莖
竝
與
劍
同
物
、
鑠
金
而
成
、
自
首
至
末

一
體
也
。
…
…
去
三
分
臘
廣
之
一
以
爲
首
廣
、
則
其
廣
與
其
圍
竝
視
莖
而
倍
之
。
身

長
五
其
莖
者
、
何
也
。
亦
略
以
人
況
之
、
人
身
五
其
頭
之
長
也
。
莖
五
寸
、
五
倍
之
、

則
連
莖
長
三
尺
也
。
四
其
莖
者
、
長
二
尺
㊒
五
寸
也
。
三
其
莖
者
、
長
二
尺
也
。
上

中
下
異
制
者
、
何
也
。
人
貌
異
形
、
服
劍
宜
稱
。
上
士
服
中
制
、
則
病
劍
短
、
中
士

服
下
制
、
則
病
形
長
矣
」（「
桃
氏
一
」
表
～
「
桃
氏
二
」
裏
）
と
あ
る
。

（
34
）　

程
瑤
田
「
桃
氏
爲
劍
考
」、「
桃
氏
十
」
表
。

（
35
）　

程
瑤
田
「
讀
墨
子
因
論
戈
劍
流
傳
今
世
之
由
」（『
考
工
創
物
小
記
』
卷
五
）、「
讀

墨
子
一
」
裏
。

（
36
）　

戴
震
の
『
考
工
記
圖
』
に
つ
い
て
は
、
近
藤
光
男
「
戴
震
の
『
考
工
記
圖
』
に
つ

い
て
」（『
淸
朝
考
證
學
の
硏
究
』、
硏
文
出
版
、
一
九
八
七
年
）
を
參
照
。

（
37
）　

戴
震
『
考
工
記
圖
』
卷
上
に
、「
劍
兩
刄
兩
脊
、
分
其
面
爲
四
、
通
謂
之
臘
。
其

面
平
、
故
言
廣
、
廣

圍
也
」（
三
五
八
頁
）
と
あ
る
。

（
38
）　
『
欽
定
周
官
義
疏
』（
東
北
大
學
附
屬
圖
書
館
藏
本
）
で
は
、
戈
に
つ
い
て
「
戈
胡

六
寸
。
如
鷄
鳴
、
如
擁
頸
、
兩
端
皆
㊒
尖
鋒
、
可
以
啄
人
而
鉤
之
」（『
欽
定
周
官
義

疏
』
卷
四
十
一
、
八
葉
表
）
と
い
い
、
戟
に
つ
い
て
「
戟
㊒
三
鋒
。
刺
則
鋒
之
直
歬

者
也
。
胡
則
正
方
、
中
榘
而
下
垂
者
也
。
援
則
磬
折
而
上
逹
者
也
」（
同
書
卷
四
十
八
、

二
十
四
葉
裏
）
と
い
い
、
劍
に
つ
い
て
は
林
希
逸
の
「
劍
面
通
廣
二
寸
半
」（
同
書

卷
四
十
一
、
十
三
葉
表
）
と
い
う
說
を
引
く
。
一
方
、
江
永
の
說
は
『
周
禮
疑
義
擧

要
』
卷
六
（『
四
庫
全
書
』
第
一
〇
一
册
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
年
、
七

七
四
～
七
七
五
頁
）
に
見
え
る
。

（
39
）　

朱
易
安
等
主
編
『
全
宋
筆
記
』（
第
三
編
第
四
册
、
大
象
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）

五
六
～
五
七
頁
。

（
40
）　

金
榜
『
禮
箋
』
卷
一
（『
續
修
四
庫
全
書
』
第
一
〇
九
册
）、
二
九
～
三
三
頁
。

（
41
）　

程
瑤
田
「
冶
氏
爲
戈
戟
考
」、「
冶
氏
又
二
」
表
。

（
42
）　

鄧
經
元
點
校
『
揅
經
室
集
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
三
年
）、
一
〇
六
～
一
〇
七
頁
。

（
43
）　

鄒
伯
奇
「
戈
戟
考
」（
張
維
屛
『
學
海
堂
三
集
』
卷
八
、『
中
國
歷
代
書
院
志
』
第

一
四
册
、
江
蘇
敎
育
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）、
一
一
二
頁
。

（
44
）　

虞
必
芳
「
戈
戟
考
」（『
學
海
堂
三
集
』
卷
八
）、
一
一
三
頁
。

（
45
）　

程
瑤
田
「
冶
氏
爲
戈
戟
考
」、「
冶
氏
二
」
裏
。

（
46
）　

程
瑤
田
「
桃
氏
爲
劍
考
」、「
桃
氏
十
七
」
裏
。

（
47
）　

程
瑤
田
「
句
兵
雜
錄
」（『
考
工
創
物
小
記
』
卷
四
）、「
冶
氏

」
表
。

（
48
）　

程
瑤
田
「
奉
答
阮
中
丞
寄
示
浙
江
圖
考
書
附
及
水
地
管
見
就
正
」
に
、「
拙
著
禹

貢
三
江
考
一
編
、
因
丙
申
在
都
、
聞
金
戴
二
君
之
緖
論
、
竊
以
爲
㊒
難
通
處
、
偶
㊒

所
見
、
碎
錄
之
、
不
以
示
人
」（『
禹
貢
三
江
考
』
卷
三
、「
禹
貢
三
江
八
十
」
裏
）

と
あ
る
。

　

本
稿
を
執
筆
す
る
に
當
た
り
、
水
盛
涼
一
氏
（
多
摩
大
學
）・
豐
島
ゆ
う
子
氏

（
東
北
大
學
大
學
院
）
よ
り
、
㊮
料
收
集
や
圖
版
作
成
な
ど
の
ご
助
力
を
賜
っ
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。




